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Abstract: In this paper， we report巴dthe first year results of Special Program“Web Design" based on PBL. In this program，巴l巴ven
students had tried individual1y to build th巴irown original virtual shopping sites. To achieve such purpose， they studi巴dstrenuously 
HTML， FLASH， 3DCG， Java， PHP， database， site design， other tools， and evaluation techniques. The first class has concluded 
successfully， however， some problems were found for the coming year. 
1. はじめに
本稿では，平成 21年度より総合情報学部に於いて開始
した「特別プログラム 1，I J (Webデ、ザイン)の初年度
教育成果報告を行う.同科目は学部2年生を対象に，前後
期を通じて水曜，木曜の各 3~5 限を宛て(1特別プログラ
ム 1 (前期)J I特別プログラム I (後期)Jをセットで履
修する)，年間 168コマを費やす大型授業として構成され





内容的には，仮想、ショッピングサイト(I SIST Virtual 
MallJ)の制作を PBLの「全体目標Iに設定した.その過
程で， HP制作ツール， HP制作言語 (HTML，スタイルシ
ート(CSS)，JavaScript， Java， PHP等)，写真加工技術，デ








































































































































































無い6人，少しだけある 2人，ある 3人， IHTMLやCSS
を書いた事があるか?Jは，どちらもない 4人， HTML 
は少しあるが CSSはない 5人，どちらも少しある l人，
どちらもたくさんある l人， IFLASHを作った事がある
か?Jは，全く無い 8人，少しだけある 2人，ある 1人，
13DCGを作った事があるか?Jは，全く無い6人，少し




3.1 SIST Virtual Mall 
受講生は l人 Iつのショッピングサイトを制作し，計
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比は 2.36となった.次に IHPの使い勝手の良さj につい
てみると，最高得点、は TNの 132.5，最低得点は TKの72.5
であり，両者の比は1.83となった.さらに， IHPの面白




























常に美しい (3)J， Iかなり美しい (2)J， Iやや美しい (1)J ， 
「どちらでもない (0)J， Iやや醜い (-l)J，Iかなり醜い




























形容翻対 因子1 因子2 因子3
1)美しL、一醜い 0.7952 。.4186 0.1457 
2)下品な よー品な -0.8039 -0.3296 -0.0417 
3)高級な一低級な 0.7289 。.207 0.1318 
4)やわらかいー かたい 0.373 0.6279 0.1545 
5)厳しい 優ーしい -0.3212 -0.7539 -0.0466 
6)織細な一粗野な 0.6869 0.2596 0.1934 
7)恐ろしい一安らぐ -0.56 -0.6599 -0.0422 
8)清潔な一不潔な 0.6456 0.4243 0.226 
9)派手な一地味な 0.101 00688 0.8639 
10)個性的なー ありふれた 0.1565 0.0151 0.6245 
11)若々 しい一年寄りじみた 0.2599 0.2123 0.7256 
12)陽気な一陰気な 0.2679 0.5725 0.6319 
13)暗い自明るい -0.212 -0.5524 -0.547 
14)重い一軽い -0.0778 -0.5334 -0.39 
15)女っぽい一男っぽい 0.4648 0.4553 0.1301 
16)活発なー おとなしい -0.0487 。.0667 。噂665
17)遅い一速い -0.2256 -0.0769 -0.2478 
18)自身のないー 自信のある -0.6112 -00858 -0.468 
19)危険な一安全な 脚0.5224 -0.6919 0.0019 
20)感じのよい一感じの悪い 0.7716 0.4024 0.0936 
21)病的な 健ー康的な -0.5135 -0.616 -0.2349 
2)魅力的な一魅力のない 0.7967 0.2354 0.2308 
因子負荷量の2乗和 5.89 4.2985 3.5268 
因子の寄与率(%) 26.7682 19.5387 16.0309 
累積寄与率(%) 26.7682 46.3069 62.3378 






















ば E因子， P因子， A因子をあらわす代表的な形容詞対
は，それぞれ「美しい一醜しリ i重い一軽し、J，i活発なー
おとなしし、」である. Table 1から，第 l因子が E因子，
第3因子がA因子であることが分かる.第2因子には i重






































技術レベルだ、けでなく i美しし、jか「派手jかなど， HP 
制作者の感性が色濃く反映されていることがわかった.
来年度以降は，評価手続きをさらに洗練させ，適確な
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なし、 l点，思う 2点，やや強く思う 3点，強く思う 4点と
した場合の開始時，前期終了時，後期終了時の全受講生の



























































































設設備予算等により 50インチ TV，人数分の PC，各種制
作ソフト等を購入した.関係各位に深謝致します.
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